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平成 26 年７月３日 

各      位 

会 社 名 イ ン ス パ イ ア ー 株 式 会 社

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 駒 澤  孝 次

（ＪＡＳＤＡＱ・コード２７２４）

問い合わせ先 専 務 取 締 役 野 瀬 有 孝

電 話 番 号 ０３－３２８９－６６５１（代表）

 

当社に対する破産手続開始申立の棄却に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年５月２日「当社に対する破産申立てに関するお知らせ」にて開示しました

通り、合同会社エコより東京地方裁判所に破産手続開始申立がなされておりましたが、平成 26

年７月１日に破産手続開始申立が棄却され、その旨の通知を本日代理人より受理しましたので

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．申立棄却に至った経緯 

平成 26 年５月２日「当社に対する破産申立てに関するお知らせ」にて開示しました通り、当

社は、合同会社エコに対し、２億５千万円の和解金及び５千万円の違約金の支払いを行ってお

らず、さらに、平成 26 年３月期第３四半期決算短信では当社が債務超過状態であることから、

合同会社エコが、当社に対する破産手続開始申立を東京地方裁判所に行っておりました。 

今般、東京地方裁判所は、当社が、上記和解金及び違約金以外の借入金及び未払金の一部を

支払っており、さらに運転資金として残高を有していることから、当社が支払不能状態である

とは認められない、また、当社が増資を行ったことにより、債務超過が解消されたと認められ、

現時点において債務超過に陥ったことを認めるに足る的確な証拠はないと判断し、破産原因を

いずれも認めることはできないとの結論に至りました。 

また、申立人の増資が払い込みの実体を欠く架空増資の疑いが濃厚であるとの主張に対して

も、当社の銀行預金口座に払い込み代金が払い込まれている事実が認められており、その現金

が会社資産に組み入れられずにそのまま他に流出したなど、架空増資であったことをうかがわ

せる事情を認めることはできないとの判断から、申立人の主張が採用されることはありません

でした。 

以上のことから、破産原因は認められず、申立棄却の決定がなされました。 

 

２．申立者の概要 

名       称   合同会社エコ 

所   在   地   東京都港区南青山２丁目２番８号 ＤＦビルディング５階 

代表者の役職・氏名   代表社員  松崎 弘和 

※ 合同会社エコの代表者は露木千尋氏から松崎弘和氏に変更されております。 
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３．申立棄却の内容 

   平成 26 年（フ）第３９５５号 破産手続開始申立事件 

   平成 26 年７月１日 決定 

   本件申立てを棄却する。 

   申立費用は申立人の負担とする。 

 

４．今後の見通し 

 当社は、上記「１．申立棄却に至った経緯」に記載いたしました合同会社エコに対する２億

５千万円の和解金及び５千万円の違約金について、平成 26 年４月 25 日「訴訟の経過及び特別

損失発生の見込みに関するお知らせ」にて開示しました通り、支払いを行う可能性があります。

しかしながら、現在行われている合同会社エコと主債務者の裁判の結果によっては、連帯債務

についての和解金２億５千万円自体が消滅することとなり、同時に違約金５千万円も消滅いた

します。当社は、平成 26 年４月８日「訴訟の提起に関するお知らせ」にて開示した請求異議訴

訟を継続しており、主債務者と合同会社エコとの裁判の結果によって支払の有無が確定いたし

ますので、今後新たな動きがあり次第お知らせいたします。 

 当社は、不当な破産手続開始申立てによって、多大な信用失墜と営業活動が妨げられたこと

から相当な損害を被ることとなりました。当社は、合同会社エコに対し、損害賠償請求を行う

等の対応を考えております。 

 なお、今後、新たな開示事項が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


